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 事務所通信  No.347              令和６年９月１日 

 

 
 
 

 
毎年ハローワークより新規学卒の採用試験におい

て「してはいけないこと」について繰り返し指導が行わ

れています。 

企業側はたとえ不採用にするとしてもその学卒者

が今後自社の取引利害関係者となる可能性が十分

にあること、マイナスイメージを学校の後輩に伝達さ

れ翌年の応募者に悪影響を及ぼす可能性があること

を認識し自社のイメージを損なわない採用試験を心

がけましょう。 

 

公正な採用選考のために守る 

べき事項について事前に確認 

しておきましょう 

 
 

●面接試験のポイント 
 以前受けた面接に関するセミナーで参考になったテ

クニックをいくつかご紹介します。 

１.まずは話しやすい空気づくりから 

 受験生は面接官に好印象を持たれていると感じると

話しやすくなります。面接導入部では答えやすい質問 

 会場は迷わずたどり着けましたか？ 

 ○○が趣味ですか！私も好きです！ 

（履歴書の趣味・特技欄より） 

などから入り、可能であれば「すごい・さすが・素晴ら

しい」と褒めましょう。 

２．応答中は視線を落とさず相槌を意識 

受験生は話している相手が書類に目を落としてい

ると「聞いていないな」と思いながら話します。書類の

確認やメモは自分が質問者でないタイミングで行いま

しょう。 

３．Yes・Noで回答できない質問を 

「力を使う作業ですが大丈夫ですか？残業は大丈

夫ですか？」等の質問をされてNoと返す人はいませ

ん。受験生の経験等を掘り下げることで間接的に確

認しましょう。 

４．自身のイメージ（固定概念）を修正する 

「料理をよくします！」と受験生に言われた時どんな

イメージを抱きますか？ 

 「若いのに料理なんてえらいな」 

 「誰でもできることだ」 

 「料理は簡単じゃないのにすごいな」 

料理というものをどう捉えているかで受験生への印象

は全く違うものになります。 

どのくらいの頻度でいつから続けているか。熟練度は 

どれくらいか。どんなことが難しいか。と掘り下げること

で偏向したイメージを修正しましょう。 

５．ハロー効果に注意 

印象の強いひとつの良い点・悪い点から全体の評価

を歪めて評価してしまうことです。部活動で部長をやっ

ていた人物をその内容を確認せず高く評価してしまう

のが一例です。 

６．類似性バイアスに注意 

自分と似た性格・経歴・考え方をした人物を高く評価

してしまうことです。 

７．客観的事実でない点を掘り下げる 

「私は野球部で部長をしていました。個性ある部員を

まとめあげるのは大変でしたがチームプレーを磨き上

げ、目標である県ベスト４まで駒を進めることができま

した。」 

下線部が客観的事実でない部分です。ここを掘り下

げることで受験生の能力・適性を確認することができま

す。 

 

●高卒者の離職 

高卒者の早期離職を防ぐべく、離職の背景について

調査データを独自に読み解き、離職理由の傾向や離

職者の職場に対する印象等を分析しました。 

私が着目したデータが以下の４つです。 

 
引用：独立行政法人 労働政策研究･研修

機構調査シリーズNo.164若年者の離職状

況と離職後のキャリア形成（若年者の能

力開発と職場への定着に関する調査）  

※調査結果の一部を抜粋しております。 

 

 

 

 

表１　「初めての正社員勤務先」を離職した理由

新卒３年以内離職者　　　（複数回答）

性別 離職理由 選択率

人間関係が良くなかった 32.8 %

労働時間・休日・休暇・賃金の条件 31.1 %

仕事が上手くできず自信を失った 29.5 %

人間関係が良くなかった 34.4 %

肉体的・精勤的健康を損ねた 33.1 %

仕事が上手くできず自信を失った 27.2 %

高卒男性
回答数=61

高卒女性
回答数=151

表２　仕事や働くことについての悩みを相談した相手
新卒３年以内離職者　　　（複数回答）

性別 相談相手 選択率

悩みはあったが誰にも相談しなかった 36.1 %

勤務先の上司、先輩社員 36.1 %

家族や親族 49.0 %

勤務先の上司、先輩社員 43.7 %

悩みはあったが誰にも相談しなかった 13.9 %

高卒女性
回答数=151

高卒男性
回答数=61
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【高卒男性の傾向】 

① 人間関係を理由として離職（表１） 

② 悩みがあっても誰にも相談しない（表２） 

③ 離職者は勤続者と比べ会社での人同士の関わ

りを低く評価する傾向がある（表３・４） 

④ 一方で「あなたが会社の人に自分の働きぶりに

ついて意見や感想を求めた」項目では離職者が

勤続者を上回っていた（表３） 
 

＜考察＞ 

高卒男性は自分が初めて社会の輪に加わり、自分

が上手く輪に入れているか気にかけているのではな

いでしょうか。『自分が会社に受け入れられ、仕事で

充実感を得ている』と感じることができるように仕事を

褒めることや認めてあげる機会を積極的に設けること

が離職防止の一助になるかもしれません。 

 

【高卒女性の傾向】 

① 男性同様に人間関係を理由に離職（表１） 

② 悩みは一人で抱え込まず誰かに相談（表２） 

③ 社風の評価においては離職者と勤続者で最も

評価に差のあったものでも0.3（表４） 

→男性と比べ社風と離職に関連が少ない 
 

＜考察＞ 

高卒女性は仕事における人間関係以上に一般的

な人間関係である仲の良し悪しが離職の決め手にな

ると考えられます。仕事における厳しい指導がありつ

つも仕事を離れれば気さくで話しやすい先輩社員が

いるような環境づくりが望ましいのではないでしょうか。 

 

高卒者がこれまで築いた人間関係は前後２歳差

（２学年差）までが主です。年の離れた上司先輩との

関わり方がわからないのは当然な

ので上司先輩より歩み寄ってあげ

られる職場の風土・文化づくりがポ

イントとなります。 

 

 

 

 

●地域別最低賃金の引上げ 

新潟県の最低賃金が54円引き上げの985円となるこ

とが正式に決定しました。10/1以降の労働分より適用

となります。月給で20日〆の事業所の場合10/1～

10/20の時給換算賃金がこれを下回ることのないようご

注意ください。 

 
 

●社会保険の適用拡大 

これまで短時間労働者※への社会保険の適用につ

いては同一法人内における被保険者数の総数が常時

101人以上の事業所が対象でしたが、10月より51人以

上となります。 

 

※通常の被保険者となる基準(3/4基準) 
を満たさないが以下の全てを満たす者 
 週の所定労働時間が20時間以上 
 ２ヵ月を超える雇用見込み 
 所定内賃金が月額8.8万円以上 
 学生でない 

 

この度対象となる事業所へは９月上旬に年金事務所よ

り以下のいずれかが届きます。 

 特定適用事業所該当事前のお知らせ 

 特定適用事業所に関する重要なお知らせ 

該当者がいる場合は10/7までに被保険者資格取得届

を提出する必要があります。 

 

●児童手当の受給対象の拡充と増額 

子がいる家庭を対象に支給される児童手当につい

て対象児童の拡大や増額が行われます。 
 

① 所得制限の撤廃 

② 支給対象児童が高校卒業までに拡大 

③ 第３子以降の支給額が一律３万円に 

④ 支給月が2･6･10月 → 2･4･6･8･10･12月に 
 

中学生以下の児童はいないが高校生の児童を養育し

ているなど、この度の改正により新たに受給対象となる

方は市町村への申請で児童手当が受給できます。 
 

申請が必要な方の詳細はコチラ 

 

表３　入社後3ヶ月間に経験した職場でのコミュニケーション

離職者
回答数=143

勤続者
回答数=212

差(ppt) 離職者
回答数=348

勤続者
回答数=200

差(ppt)

会社の人が、あなたに、歓迎
会を開いてくれた

38.5 % 49.1 % -10.6 48.9 % 57.5 % -8.6

会社の人が、あなたを、会社
内の他の事業所・部署の従
業員に紹介してくれた

37.8 % 41.5 % -3.7 40.5 % 47.5 % -7.0

あなたが、会社の人に、自分
の働き振りについて意見や感
想を求めた

15.4 % 12.7 % 2.7 10.3 % 11.0 % -0.7

質問内容
高卒　男性 高卒　女性

表４　「初めての正社員勤務先」の社風としてあてはまる度合の平均値

（1～5段階で評価）

離職者
回答数=143

勤続者
回答数=212

差
（有意差）

離職者
回答数=348

勤続者
回答数=200

差
（有意差）

従業員同士がお互いに助け
合って仕事をする。

3.1 3.7
-0.6

（あり）
3.5 3.8

-0.3
（あり）

会社全体で、積極的に従業
員を育てていこうという雰囲
気がある

2.8 3.2
-0.4

（あり）
3.1 3.3

-0.2
（なし）

質問内容
高卒　男性 高卒　女性

［ 今月号の記事担当 ： P1.2/金山幸之助 * P3.4/篠田昇 ］ 

 

 

1 0 月 か ら の 法 改 正 事 項 






